









第 4 章、津島文治の選挙（政見）公約 
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（１）1927 年 9 月の県議選 
（２）1935 年 9 月の県議選 
（３）1937 年 4 月の衆議院総選挙 
（４）1946 年 4 月の衆議院総選挙 
３、知事選挙 
（１）1947 年 4 月の知事選 
（２）1950 年 9 月の知事選 
（３）1954 年 11 月の知事選 
４、衆議院総選挙 
（１）1958 年 5 月の衆議院総選挙 
－ 2 － 
（２）1960 年 11 月の衆議院総選挙 
（３）1963 年 11 月の衆議院総選挙 
５、参議院通常選挙 
（１）1965 年 7 月の参議院通常選挙 
（２）1971 年 6 月の参議院通常選挙 
６、おわりに 
＜注＞ 






































































































































































































津島文治は 1973 年 5 月 6 日、参議院議員に在職中のままに死去した。享年 75 であった。同















































































































































































－ 14 － 
のである。 







(１) 1947 年の知事選 







































④ 産業道路の改修  
⑤ 復員者の優遇  










(２) 1950 年の知事選 

















(３) 1954 年の知事選 












































(１) 1958 年の衆院選 
衆議院は 1958 年 4 月 25 日に解散、5 月 22 日、衆議院・総選挙が行われることになった。津
島文治は、青森第一選挙区から無所属候補として立候補した。津島は、当初もくろんでいた自



































だ、と答えている。さらに、この段階(1958 年 5 月)で、次期首相候補として「宏池会」代表の
池田勇人を推薦している点が注目される。津島の「政治的指針(ポリティカル・ポリシー)」を
－ 19 － 
知ることが出来る貴重な回答である、といってよい。 
 
(２) 1960 年の衆院選 











































(３) 1963 年の衆院選 
1963 年 11 月 21 日、衆議院総選挙が行われた。しかし、これまで選挙で破れたことがなく、
不敗を誇った「選挙の神様」津島文治は次点で落選の憂き目をみる。それでは、今回の総選挙













 次いで、11 月 8 日付けの『東奥日報』紙には、青森県第一区の衆議院総選挙の全候補者たち
の主張が「私の公約」と題して掲載されている。津島文治は、次のような内容を披露している。 





























(１) 1965 年の参院選 
1963 年 11 月 21 日に行われた衆議院・総選挙で落選した津島文治は、今度は参議院議員にく
ら替えりを図り、1965 年 7 月 4 日に実施予定の参議院通常選挙に出馬した。 
1965 年 6 月 25 日付けの『東奥日報』紙の朝刊には、自民党公認の参議院議員候補者・津島
－ 22 － 
文治の写真や略歴と並んで、次のような政見が掲載されている。 
 

















 その上で、「津軽総合開発の実現には 800 億円必要と思うが、秋田県の八郎潟干拓事業が自民
党政府によって実現している。この例から津軽総合開発の実現は決して夢ではない。総合開発
と並行して大切なのは東北高速自動車道路の整備である」、と結んでいる 16。 































(２) 1971 年の参院選 
1971 年 6 月 27 日、参議院通常選挙が行われた。津島文治は二期目を狙っていた。参院選地










－ 24 － 






































（２）『青森県議会史 自昭和元年～至昭和十年』〔青森県議会、1970 年〕、135～136 頁、なお、側近の
傍島正守は、津島が早稲田流の「雄弁家」であった、と語っている(傍島正守「人間性を磨かれた“雌




年 11 月 30 日)。 
（４）『東奥日報』1937 年 4 月 14 日。 
（５）同上、1946 年 3 月 24 日。 
（６）同上、1947 年 3 月 29 日。 
（７）同上、1950 年 11 月 5 日。 




（９）『東奥日報』、1958 年 5 月 10 日、20 日。 
（10）同上、1958 年 5 月 12 日（夕）。 
（11）同上、1960 年 11 月 4 日。 
（12）同上、1960 年 11 月 7 日。 
（13）同上、1963 年 11 月 3 日。 
（14）同上、1963 年 11 月 8 日。 
（15）同上、1965 年 6 月 25 日。 
（16）同上、1965 年 6 月 15 日。 
（17）同上、1965 年 6 月 16 日、17 日、18 日。 
（18）同上、1971 年 6 月 10 日。 
